
　

平
成
24
年
2
月
18
日
土
曜
日
午
後
6
時

よ
り『
地
球
飯
店
』（
西
池
袋
1

－

22

－

8
）

4
階
宴
会
場
に
於
い
て
平
成
24
年
の
新
年
を

寿
ぐ「
明
治
大
学
校
友
会
豊
島
区
地
域
支

部
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
」が
本
年
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
年
会
は
昨
年
の「
東
日
本
大
震

災
」か
ら
の
真
の
復
興
を
願
い
つ
つ
、ま
た
母

校
明
治
大
学
が
昨
年
創
立
1
3
0

周
年
の
記
念
の
年
を
終
え
未
来
へ
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
頭
の
行

事
と
し
て
、三
浦
支
部
長
以
下
役
員

一
同
、多
数
の
校
友
の
参
加
を
目
指

し
、参
加
者
は
60
名
を
数
え
盛
況
の

内
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
の

後
、現
役
学
生
を
は
じ
め
、初
参
加
の

校
友
の
皆
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
を

兼
ね
抱
負
や
近
況
を
マ
イ
ク
片
手
に

語
り
、懇
親
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
佐
賀
県
県
会
議
員

で
明
治
大
学
校
友
会
伊
東
猛
彦
副

会
長
よ
り
御
挨
拶
が
有
り
、新
年
会

目
玉
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ア

コ
―
デ
イ
オ
ン
奏
者
の
達
川
葉
子
先

生
と
鈴
木
亮
慶
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
で

演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

達
川
先
生
と
鈴
木
さ
ん
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に
参
加

者
全
員
感
激
の
態
で
し
た
。

　

其
の
あ
と
、達
川
先
生
演
奏
で
の

カ
ラ
オ
ケ
が
中
島
校
友
の「
誰
か
故

郷
を
思
わ
ざ
る
」で
ス
タ
ー
ト
、カ
ラ
オ
ケ
自

慢
の
校
友
が
次
々
と
参
加
し
最
高
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
の
興
奮
が
冷
め
や
ら
な
い
中
、

恒
例
の
参
加
者
全
員
に
よ
る
明
治
大
学
校
歌

の
大
合
唱
を
江
森
応
援
団
副
団
長
指
揮
の
も

と
池
袋
の
夜
に
轟
か
せ
、新
年
賀
詞
交
歓
会

を
締
め
括
り
ま
し
た
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
開
催

豊
島
支
部
有
志
に
よ
る
ゴ
ル
フ
会

　

5
月
11
日（
金
）豊
島
支
部
有
志
に
よ
る
ゴ
ル

フ
会
が
、静
岡
県
の
伊
東
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
も
係
ら
ず
、名
門
コ
ー
ス
は

混
雑
も
な
く
、フ
ェ
ア
ウ
エ
イ
・
グ
リ
ー
ン
と
も
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

　

さ
わ
や
か
な
快
晴
の
下
、雄
大
な
伊
豆
の
山
々

に
向
か
い
気
持
ち
よ
く
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
は
、温
泉
・
伊
東
市
内

散
策
・
名
店
で
の
食
事
と
参
加
者
全
員
一
足
早
い

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
堪
能
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

豊
島
支
部
で
は
、第
２
回
支
部
コ
ン
ペ
に
向
け

参
加
者
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、年
齢
・
ハ
ン
デ

は
問
い
ま
せ
ん
。多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

参
加
申
し
込
み
、練
習
ラ
ウ
ン
ド
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、幹
事
：
島
倉
ま
で
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い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」と
の
テ
ー
マ
で
明
治

大
学
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
牛
尾

奈
緒
美
教
授
を
講
師
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
女
性
も
多
数
参
加
さ
れ
、男
性

に
と
り
ま
し
て
は
非
常
に
有
意
義
な
講
演

と
成
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、日
本
国
内
の
幸
福
度
は
北
陸

3
県
が
首
位
を
独
占
し
て
い
る
理
由
、ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
大
切
さ
、N
E
E
D
T
O
 

K
N
O
W
⇒
N
EED
 TO

 SH
A
R
E

、ノ
マ
ド

等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に
共
有
、信
頼
、コ

ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
、や
さ
し
さ
、し
な
や
か

さ
等
女
性
に
元
来
備
わ
っ
て
い
る
特
性
を

活
か
す
リ
ー
ダ
ー
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
男
性
社
会
の
在
り
方
で
は
通
用
し

な
い
時
代
が
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
し
た
。

　

次
に
定
時
総
会
を
開
催
議
案
通
り
承

認
を
頂
き
閉
会
と
成
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、豊
島
区

地
域
支
部
は
杉
本
先
輩
の
御
出
席
も
頂

き
、老
壮
青
の
三
者
で
和
気
藹
藹
と
し
た

雰
囲
気
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
お
開
き
と

成
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
終
了
後
、反
省
会
が
有
り
、地

域
支
部
の
上
部
団
体
で
あ
る
北
部
支
部
の

活
動
は
如
何
に
有
る
べ
き
か
を
今
後
俎
上

に
載
せ
議
論
し
な
け
れ
ば
と
思
わ
れ
た
一

日
で
し
た
。

『
暑
気
払
い
』

日
時
：
平
成
24
年
8
月
4
日（
土
）

　
　
　
18
時
〜

場
所
：
ホ
テ
ル
第
一
イ
ン

　
　
　
豊
島
区
東
池
袋
1-

42-

8

『
平
成
24
年
度
総
会
・
懇
親
会
』

日
時
：
平
成
24
年
11
月
10
日（
土
）

　
　
　
18
時
〜

場
所
：
豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館

　
　
　
豊
島
区
西
池
袋
2-

37-

4

　

東
京
都
北
部
支
部
平
成
24
年
度
定
時

総
会
が
5
月
27
日
池
袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
大
学
の
施
設
で
は
な
く
、地

域
的
に
利
便
性
の
あ
る
池
袋
で
開
催
さ
れ

た
事
が
好
感
さ
れ
た
様
で
1
0
0
名
以
上

の
校
友
の
参
加
を
頂
き
誠
に
盛
会
で
し
た
。

　

豊
島
区
地
域
支
部
は
19
名
の
校
友
の
参

加
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
最
初
に
公
開
講
演
会
と

し
て「
女
性
の
力
を
引
き
出
す
組
織
の
新
し

明
治
大
学
校
友
会
東
京
都
北
部
支
部
平
成
24
年
度
定
時
総
会

行  

事  

予  

定平成23年度総会・懇親会



明
治
魂
を
伝
え
る

　
今
回
は
、『
明
治
魂
を
伝
え
る
』は「
豊
島
区
商

工
会
議
所
豊
島
支
部（
会
員
企
業
約
2
8
0
0

社
）の
会
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
鈴
木
正
美
さ

ん（
昭
和
39
年
政
治
経
済
学
部
卒
業
）で
す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
千
葉
県
竹
岡
村（
現
富
津
市
）出

身
で
県
立
天
羽
高
等
学
校
を
昭
和
33
年
の
卒
業

で
、当
時
の
教
頭
の「
1
、2
年
は
上
京
し
て
遊

学
せ
よ
」と
の
一
言
で
、東
京
銀
座
に
有
り
ま
し

た「
末
広
土
地
建
物
株
式
会
社
」に
入
社
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
頃
勤
務
の
傍
ら
、三
田
に
有
っ
た
運
転
免

許
試
験
場
に
通
い
無
事
免
許
証
を
取
得
し
た
と

の
事
で
す
。

　
書
生
兼
運
転
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
或
る

日
、会
社
関
係
の
某
副
社
長
よ
り
勉
強
し
ろ
と

の
事
で
一
冊
の
英
語
辞
書
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
事
が
縁
と
成
っ
て
、明
治
大
学
に
昭
和
35

年
入
学
さ
れ
、会
社
の
勤
務
と
学
業
を
両
立
さ

せ
、昭
和
39
年
に
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
に
は
御
自
身
の
会
社
、有
限
会
社

末
広
サ
ー
ビ
ス
を
大
塚
に
設
立
、同
時
に
代
表
取

締
役
に
就
任
、昭
和
62
年
に「
有
限
会
社
」を「
株

式
会
社
」に
改
組
し
て
現
在
も
現
役
会
長
と
し

て
毎
日
出
社
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

　
昭
和
56
年
に
は
巣
鴨
警
察
署
防
犯
協
会
常
任

理
事
に
就
任
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、豊
島
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
番
組
審
査
会
会
長
、総
務
省
行

政
相
談
員（
東
京
地
相
協
副
会
長
）、巣
鴨
防
犯
協

会
会
長（
現
在
は
名
誉
会
長
）、豊
島
区
保
護
観
察

協
会
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
た
こ
と
は
、豊
島
区
及

び
地
域
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
鈴
木
さ
ん
の
人
柄

を
偲
ば
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
地
道
な
地

域
・
地
元
貢
献
活
動
に
対
し
平
成
21
年
に
藍
綬
褒

章
を
受
章
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
2
人
の
御
子
さ
ん
と
5
人
の
お

孫
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
居
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、

御
自
身
の
係
わ
り
合
い
の
役
職
・
仕
事
が
忙
し

く
、好
々
爺
と
し
て
自
宅
に
居
ら
れ
る
に
は
ま
だ

無
理
と
の
事
で
す
。

　
御
自
身
の
希
望
は
生
誕
の
地「
竹
岡
」で
百
姓

と
し
て
安
全
・
安
心
な
作
物
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　「
明
治
と
は
？
」と
の
質
問
に
、「
質
実
剛
健
・
紫

紺
の
旗
の
も
と
に
」と
間
髪
を
い
れ
ず
御
回
答
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に「
青
少
年
の
健
全
育
成
」と「
地
域
の

安
全
・
安
心
」の
町
創
り
を
人
生
の
ス
テ
ー
タ
ス

と
考
え
て
、昨
年
9
月
豊
島
区
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
認
証
を
目
指
し
ノ
ル
ウ
ェ
イ
を
豊
島
区

長
の
高
野
之
夫
氏
と
共
に
視
察
し
、W
H
O
よ

り
今
年
5
月
、豊
島
区
は
日
本
で
は
5
番
目
に

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
認
証
を
得
ま
し
た
。

　
現
在
の
心
境
は「
無
冠
の
帝
王
」と
し
て
此
れ

か
ら
も
益
々
、豊
島
区
及
び
地
域
の
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

語
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

（
取
材
：
三
浦
昭
生
・
白
砂
、文
：
白
砂
）

第
6
回
社
会
貢
献
活
動
見
本
市
に
出
展

　

平
成
24
年
2
月
4
日（
土
）11
：
00
〜
17
：
00

豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館
に
於
い
て
第
6
回
社
会

貢
献
活
動
見
本
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
島
N
P
O
推
進
協
議
会
様
よ
り
の
お
勧
め

に
よ
り
、我
が
明
治
大
学
校
友
会
豊
島
区
地
域
支

部
も
23
年
度
に「
池
袋
え
ん
が
わ
市
」の
参
加
に
始

ま
り
、地
域
課
題
を
市
民
力
で
解
決
す
る
こ
と
を

目
指
し
日
々
活
動
し
、努
力
す
る
N
P
O
法
人
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
一
員
と
し
て
初
め
て
参

加
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
9
：
00
か
ら
夕
方
17
：
00
迄
丸
一

日
準
備
と
展
示
の
為
、20
数
名
の
校
友
の
御
参
加

を
頂
き
、誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

展
示
に
つ
い
て
は
初
参
加
、未
経
験
の
為
準
備
不

足
で
会
場
で
の
修
復
等
に
時
間
を
取
ら
れ
、校
友
の

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、多
く
の
来
場
者
の
皆
様
か
ら「
明
治
大

学
も
こ
の
様
な
活
動
、展
示
も
す
る
の
で
す
か
？
」

　
「
来
年
の
出
展
を
期
待
し
て
ま
す
」と
の
励
ま
し

の
言
葉
を
頂
き
、一
同
心
強
く
致
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
表
彰
式
、懇
親
会
に
も
参
加
し
、地

道
な
活
動
が
地

域
貢
献
の
第
一

歩
と
知
ら
さ
れ

た
一
日
で
し
た
。

鈴
木 

正
美

昭
和
39
年
商
学
部
卒

「
人
生
は
出
会
い
、出
会
い
を
大
切
に
」

鈴木正美（73歳）昭和14年7月31日生まれ
昭和33年 3月 末広土地建物（株）入社
昭和39年 3月 明治大学政治経済学部
   政治学科 卒業
昭和47年 9月 （有）末広サービス設立と
   同時に代表取締役に就任
昭和62年 7月 「有限会社」を「株式会社に
   改組
現在に至る

平成23年9月のノルーウェイの視察会右が鈴木氏。左
は、豊島区長の高野之夫氏。



豊島支部 新年賀詞交歓会メモリアル
平成24年2月18日（土）

平成23年9月のノルーウェイの視察会右が鈴木氏。左
は、豊島区長の高野之夫氏。


